
■日付： 2026年10月1日（木）
■場所： 三菱ケミカル株式会社富山事業所（富山市）
■担当： 安全衛生課

署長が労働衛生週間の取組を視察
～健康障害防止対策を地域で活かす～

工場の安全衛生対策について説明を受ける木戸署長（写真中央）

木戸富山労働基準監督署長は、全国労働衛生週間（10/1～10/7）を契機として、三菱ケミカル
株式会社富山事業所を訪問し、労働衛生の取組を視察しました。

三菱ケミカル株式会社富山事業所では、心の健康づくり計画等メンタルヘルス対策の取組や、
熱中症対策について説明を受けるとともに、アクリル樹脂の製造工程を視察し、その労働衛生
対策の取組を確認しました。

木戸署長からは、最近の労働衛生をめぐる状況について説明があった後、労働衛生対策は
将来にわたって働く人がいつまでも健康に働き続ける大切な取組であり、本日確認した、先進
的な取組については、好事例を地域に展開し、富山地域の労働衛生水準を向上させたいと考
えを示しました。

視察後の講評において、①心の健康づくり計画により、ストレスチェック等セルフケア、管理
者へのハラスメント対策教育等ラインケア、事業場内産業スタッフや外部相談窓口を設ける等
心の健康づくり計画を適切に運用していること、②転倒等対策に午後就業開始前等で三菱ケ
ミカルグループ体操を全員参加で行っていること、③熱中症対策や職場改善を職場単位で考
えさせ、優れた取組については紹介や水平展開していること等を評価するとともに、これらの
取組を小規模事業場においても広く導入させるための手法について、今後とも事業者と協力
していきたいと考えを示しました。

富山労働基準監督署 （R8.10）


